
【様式 02】高大連携公開講座シラバス

＊科目 No． 25201

１．開設大学 安田女子大学 文学部 開講場所
（キャンパス・施設）

安東キャンパス

２．科 目 名
日本文学科で何が学べるか

学問分野 番 号 １１ 名 称 文化・文学

３．担当教員 富永一登、川岸克己、高木久史、宮岸哲也（文学部日本文学科）

４．開講期間（曜日）

開講時間

平成 28 年 8 月 4 日（木）～ 平成 28年 8月 5日（金）

1・3回目 10 時 40 分 ～ 12 時 10 分 , 2・4回目 13 時 00 分 ～ 14 時 30 分

個別開講日
1 回目 8/4 2 回目 8/4 3 回目 8/5 4 回目 8/5 5 回目 / 6 回目 /

7 回目 / 8 回目 / 9 回目 / 10 回目 / 11 回目 / 12 回目 /

５．募集定員 50 人

６．科目内容・

授業計画

●第１回「人を惹きつける言葉のちから」 川岸克己准教授
日本文学科で何が学べるか、について総論的なお話をします。日本文学科に

進学しても将来役に立たないなどと言われます。役に立つとはどういうことか
を考察し、日本文学科の学びをどう実践に発展させることができるについて考
えます。つづいて、担当者の専門である日本語学の分野から、キャッチコピー
についてお話します。なぜか気になる言葉の仕組みについていっしょに考えま
しょう。

●第２回「世界経済史を動かした石見銀山」高木久史准教授
石見銀山はなぜ世界遺産に登録されるに値する遺跡なのでしょうか？それ

は単に戦国時代にたくさんの銀がここで生産されたというにとどまらず、ヨー
ロッパ諸国が銀を求めて日本へ殺到するきっかけ、言い換えれば経済のグロー
バル化のきっかけの一つだったからです。ではなぜヨーロッパ諸国は銀を求め
たのでしょうか？

●第３回「国際化する社会における日本語」宮岸哲也准教授
私達の身の回りに外国人がいることが当たり前のことになっている現代の

社会において、外国人が日本語を話すこと、私達が外国人に日本語を話すこと
について考えてみましょう。

●第４回「唐代小説に描かれた理想郷」富永一登教授
中国の理想郷と言えば、六朝時代の陶淵明の「桃花源記」に描かれた桃源郷

がよく知られています。実は唐代にも空想された別世界「和神国」があり、桃
源郷とは全く異なる理想郷です。両者を比較しながら、それらが想像された時
代背景などを考えてみたいと思います。

７．受 講 料 無料

８．別途負担費用
（テキスト代・実習料等）

なし

９．開講条件※1

あり・ない

① 最少開講人数（ 人）定員超過の不許可は選考により決定

② 不許可・不開講通知日
（7月15日(金)以前の開講科目は3月末まで／7月16日(土)以降の開講科目は6月末まで）

10．その他特記事項

受講者についての制限事項、事前に予習しておく資料･文献など特記すべきこと

女子に限る

11．開設大学への

交通手段

http://www.enica.jp/

から開設大学のホームページにジャンプして確認してください。

※1申込時点で原則、受講できます。ただし、開講条件で不許可・不開講があった場合は受講申込者へ通知します。


